
1 

 

一 

評
論
（
配
点
35
） 

問
一 

 
 (1) 
 

解
答
番
号
１ 

正
答
⑥
〔
配
点
３
〕
正
し
い
表
記
は
「
心
理
」。
従
っ
て
(c)
「
心
痛
」
と
(b)
「
受
理
」
の
組
合
せ
が
正
解
。 

(2) 
 

解
答
番
号
２ 

正
答
④
〔
配
点
３
〕
正
し
い
表
記
は
「
可
視
」。
従
っ
て
(b)
「
可
決
」
と
(c)
「
座
視
」
の
組
合
せ
が
正
解
。 

(3) 
 

解
答
番
号
３ 

正
答
①
〔
配
点
３
〕
正
し
い
表
記
は
「
紙
片
」。
従
っ
て
(a)
「
白
紙
」
と
(b)
「
片
言
」
の
組
合
せ
が
正
解
。 

(4) 
 

解
答
番
号
４ 

正
答
⑤
〔
配
点
３
〕
正
し
い
表
記
は
「
信
号
」。
従
っ
て
(c)
「
過
信
」
と
(a)
「
雅
号
」
の
組
合
せ
が
正
解
。 

問
二 

解
答
番
号
５ 

正
答
②
〔
配
点
４
〕
傍
線
Ａ
は
、
「
言
語
の
意
味
の
区
分
は
恣
意
的
で
あ
る
」「
言
語
が
違
え
ば
世
界
が
違
っ
て
見
え
る
」
と
い
う
仮
説
（「
言
語 

相
対
主
義
」）
を
立
証
す
る
た
め
に
行
っ
た
調
査
の
結
果
に
つ
い
て
の
筆
者
の
感
想
が
副
詞
句
と
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
部
分
。
論
旨
と
し
て
は 

「
驚
い
た
こ
と
に
」
で
十
分
だ
が
、
筆
者
は
次
の
段
落
以
降
の
、
バ
ー
リ
ン
と
ケ
イ
の
研
究
成
果
に
関
し
て
、
や
や
フ
ラ
イ
ン
グ
ぎ
み
に
「
当
た 

り
前
と
い
う
べ
き
か
」
と
修
飾
句
を
重
ね
て
い
る
の
で
あ
る
。 

問
三 

記
述
問
題
Ⅰ 

〔
配
点
８
〕
設
問
に
解
答
の
骨
子
は
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
。
解
答
例
は
『
各
言
語
に
お
け
る
色
の
名
前
の
違
い
を
比
較
し
、「
言
語
が
違
え
ば 

世
界
が
違
っ
て
見
え
る
」
こ
と
を
立
証
し
よ
う
と
す
る
研
究
。』（
50
字
） 

問
四 

記
述
問
題
Ⅱ 

〔
配
点
８
〕
傍
線
部
直
後
の
内
容
の
ま
と
め
だ
け
で
な
く
、
色
の
名
前
を
比
較
す
る
と
い
う
方
法
論
の
根
拠
に
も
触
れ
る
必
要
が
あ
る
。
解
答
例

は
『
人
間
の
側
が
恣
意
的
に
行
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
人
間
の
生
物
的
な
構
造
に
大
き
く
依
存
し
て
い
る
。
』（
38
字
） 

問
五 

解
答
番
号
６ 

正
答
③
〔
配
点
３
〕
仮
説
と
し
て
の
言
語
相
対
主
義
を
証
明
す
る
た
め
に
、
各
言
語
の
「
色
の
名
前
」
を
調
査
し
た
結
果
を
筆
者
が
要
約
し
て
い 

る
部
分
。
色
の
違
い
は
物
理
学
的
に
は
波
長
の
違
い
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
の
で
、
あ
る
色
と
別
の
色
の
違
い
に
は
（
何
nm
～
何
nm
ま
で
の 

波
長
を
「
赤
」
と
す
る
と
い
う
よ
う
な
国
際
基
準
を
設
け
な
い
以
上
）
物
理
学
的
な
必
然
性
が
な
い
（
つ
ま
り
恣
意
的
で
は
あ
る
）
が
、
実
際
色 

を
認
識
す
る
の
は
錐
体
細
胞
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
生
物
学
的
に
は
必
然
性
が
あ
る
と
い
え
る
、
と
い
う
趣
旨
。 

  

 <

出
題
文
出
典>

 

山
口
裕
之
『
「
み
ん
な
違
っ
て
み
ん
な
い
い
」
の
か
？ 

相
対
主
義
と
普
遍
主
義
の
問
題 

』
ち
く
ま
プ
リ
マ
ー
新
書
（
筑
摩
書
房
） 

  



2 

 

二 
小
説
（
配
点
35
） 

問
一 
記
述
問
題
Ⅲ 

〔
配
点
８
〕
傍
線
部
直
前
の
「
特
に
最
近
～
違
い
な
い
。」
の
一
文
の
内
容
を
ま
と
め
れ
ば
よ
い
が
、
字
数
の
関
係
か
ら
、
適
切
な
取
捨
選
択
及

び
言
い
換
え
が
求
め
ら
れ
る
。
解
答
例
は
『
金
銭
面
で
人
の
足
下
を
見
る
よ
う
な
講
演
依
頼
が
増
加
し
た
と
感
じ
る
の
は
、
必
ず
し
も
誤
っ
た
見

方
で
は
な
い
と
断
じ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
。』（
56
字
） 

問
二 

 
 (1) 
 

解
答
番
号
７ 
正
答
④
〔
配
点
３
〕
正
し
い
表
記
は
「
重
宝
」。
従
っ
て
(b)
「
慎
重
」
と
(c)
「
至
宝
」
の
組
合
せ
が
正
解
。 

(2) 
 

解
答
番
号
８ 

正
答
⑥
〔
配
点
３
〕
正
し
い
表
記
は
「
更
新
」。
従
っ
て
(c)
「
変
更
」
と
(b)
「
新
旧
」
の
組
合
せ
が
正
解
。 

(3) 
 

解
答
番
号
９ 

正
答
①
〔
配
点
３
〕
正
し
い
表
記
は
「
暴
利
」。
従
っ
て
(a)
「
暴
挙
」
と
(b)
「
私
利
」
の
組
合
せ
が
正
解
。 

(4) 
 

解
答
番
号
10 

正
答
④
〔
配
点
３
〕
正
し
い
表
記
は
「
間
髪
」。
従
っ
て
(b)
「
間
隔
」
と
(c)
「
頭
髪
」
の
組
合
せ
が
正
解
。 

(5) 
 

解
答
番
号
11 

正
答
②
〔
配
点
３
〕
正
し
い
表
記
は
「
駄
目
」。
従
っ
て
(a)
「
駄
賃
」
と
(c)
「
木
目
」
の
組
合
せ
が
正
解
。 

問
三 

解
答
番
号
12 

正
答
⑤
〔
配
点
４
〕
依
頼
を
断
る
場
合
、
テ
ー
マ
が
気
に
入
ら
な
い
か
講
演
料
に
不
満
が
あ
る
か
の
ど
ち
ら
か
あ
る
い
は
両
方
で
あ
る
が
、
儀 

助
と
し
て
は
テ
ー
マ
に
関
し
て
は
全
く
問
題
が
な
い
こ
と
を
ま
ず
は
先
方
に
強
調
し
て
お
き
た
い
。
勿
論
「
謝
礼
が
少
く
て
も
来
て
く
れ
る
筈
」 

と
思
わ
れ
て
し
ま
う
危
惧
は
あ
る
が
、
テ
ー
マ
に
不
満
が
あ
っ
て
断
っ
た
と
取
ら
れ
た
場
合
、「
講
演
料
二
十
万
円
（
の
価
値
が
あ
る
存
在
）」
と 

い
う
自
分
自
身
の
誇
り
は
守
ら
れ
な
い
。 

問
四 

記
述
問
題
Ⅳ 

〔
配
点
８
〕
「
つ
け
て
然
る
べ
き
」
は
「
つ
け
る
の
が
当
然
な
」
の
意
。
そ
の
テ
ー
マ
に
最
も
ふ
さ
わ
し
い
講
師
で
あ
る
自
分
が
二
十
万
円
程
度

の
講
師
料
で
呼
べ
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
強
調
し
た
い
心
理
が
現
れ
て
い
る
。
解
答
例
は
『
そ
の
テ
ー
マ
に
最
も
ふ
さ
わ
し
い
講
師
へ
の
謝
礼
が

二
十
万
円
で
あ
る
こ
と
な
ど
破
格
の
こ
と
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
。
』（
46
字
） 

 

  <

出
題
文
出
典>

 

筒
井
康
隆
『
講
演
』
（
新
潮
文
庫
『
敵
』
所
収
）（
新
潮
社
） 
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三 

語
句
・
文
法
（
配
点
30
） 

問
一 

  
 
 
  
 
 
  
 
 
  
 
 
   

 
 
 
 
  
 
 
  
  

(1) 
解
答
番
号
13  

正
答
③
〔
配
点
３
〕
「
糊
す
る
」
は
「
粥か

ゆ

を
す
す
る
」
こ
と
。「
口
を
糊
す
る
」
全
体
で
「
や
っ
と
暮
ら
し
を
立
て
て
い
る
」
さ
ま
を
言
う
。 

(2) 

解
答
番
号
14 

 

正
答
①
〔
配
点
３
〕
鬼
は
元
々
強
い
が
、
持
ち
慣
れ
た
金
棒
を
使
え
ば
一
層
強
く
な
る
こ
と
か
ら
生
ま
れ
た
慣
用
句
。 

(3) 

解
答
番
号
15 

 

正
答
②
〔
配
点
３
〕
「
鼻
で
あ
し
ら
う
」
と
は
「
口
や
手
で
反
応
し
な
い
」
と
い
う
意
味
。
い
か
に
も
相
手
を
ば
か
に
し
た
対
応
の
こ
と
。 

問
二  (1) 

解
答
番
号
16  
正
答
⑤
〔
配
点
３
〕
「
不
確
か
な
こ
と
よ
り
、
目
の
前
の
確
実
な
利
を
優
先
せ
よ
」
の
意
。「
先
の
千
両
よ
り
今
の
十
両
」
と
も
。 

(2) 

解
答
番
号
17 

 

正
答
③
〔
配
点
３
〕
「
ど
ん
な
に
つ
ま
ら
な
い
も
の
で
も
、
信
じ
て
い
る
人
物
に
は
尊
い
も
の
で
あ
る
」
こ
と
。「
頭
」
は
「
か
し
ら
」。 

(3) 

解
答
番
号
18 

 

正
答
④
〔
配
点
３
〕
「
噂
を
し
て
い
る
と
そ
の
人
が
ひ
ょ
っ
こ
り
現
れ
る
」
こ
と
。「
影
」
は
「
陰
」
で
な
く
「
人
影
」。 

問
三 

(1) 

解
答
番
号
19  

正
答
②
〔
配
点
３
〕
敗
れ
た
者
が
、
機
会
を
と
ら
え
「
砂
埃
を
巻
き
上
げ
る
よ
う
に
」
再
度
攻
め
込
む
こ
と
。
出
典
は
杜
牧
の
七
言
絶
句
。 

(2) 

解
答
番
号
20 

 

正
答
③
〔
配
点
３
〕
「
青
天
」
は
「
青
い
空
」、「
白
日
」
は
「
輝
く
太
陽
」
の
こ
と
。
や
ま
し
い
者
は
必
ず
闇
を
好
む
も
の
で
あ
る
。 

(3) 

解
答
番
号
21 

 

正
答
①
〔
配
点
３
〕
四
面
の
漢
軍
が
楚
の
国
の
歌
を
歌
う
の
を
聞
き
、
楚
が
既
に
漢
に
降
伏
し
た
と
思
い
込
ん
だ
と
い
う
故
事
成
語
。 

(4) 

解
答
番
号
22 

 

正
答
⑤
〔
配
点
３
〕
「
厚
顔
」
は
文
字
通
り
「
面
の
皮
が
厚
い
」、「
無
恥
」
は
「
恥
知
ら
ず
」
の
意
。「
厚
顔
に
し
て
恥
無
し
」
と
訓
読
す
る
。 
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〈
記
述
問
題
採
点
基
準
〉 

一 
評
論 

 

問
三 

記
述
問
題
Ⅰ
〔
配
点
８
〕 

 
 

(1) 

言
語
が
異
な
れ
ば
世
界
が
違
っ
て
見
え
る
こ
と
を
立
証
す
る
と
い
う
目
的
が
明
示
さ
れ
て
い
て
【
最
大
部
分
点
②
】 

(2) 

そ
の
方
法
論
が
「
色
の
名
前
の
違
い
」
を
比
較
す
る
こ
と
で
あ
る
こ
と
が
正
し
く
表
現
で
き
て
い
て
【
最
大
部
分
点
⑥
】 

問
四 

記
述
問
題
Ⅱ
〔
配
点
８
〕 

 
 

(1) 

「
人
間
の
生
物
的
な
構
造
に
大
き
く
依
存
す
る
」
こ
と
が
明
示
さ
れ
て
い
て
【
最
大
部
分
点
⑤
】 

(2) 

「
色
の
区
別
に
は
言
語
に
よ
る
恣
意
性
が
認
め
ら
れ
る
」
と
い
う
仮
説
が
否
定
さ
れ
た
こ
と
に
触
れ
得
て
【
最
大
部
分
点
③
】 

 

二 
 

小
説 

 
 
 
 
 
 

問
一 

記
述
問
題
Ⅲ 

〔
配
点
８
〕 

(1) 

儀
助
が
「
金
銭
面
で
足
下
を
見
ら
れ
て
い
る
」
よ
う
に
感
じ
て
い
る
こ
と
に
言
及
し
て
【
最
大
部
分
点
④
】 

(2)
「
僻
み
で
は
な
い
」
と
い
う
断
じ
方
の
背
景
に
は
他
の
講
師
の
講
演
料
の
高
騰
が
あ
る
こ
と
に
触
れ
得
て
【
最
大
部
分
点
④
】 

問
四 

記
述
問
題
Ⅳ 

〔
配
点
８
〕 

(1) 

そ
の
テ
ー
マ
に
は
自
分
の
話
が
最
も
ふ
さ
わ
し
い
と
い
う
自
負
が
あ
る
こ
と
に
触
れ
得
て
【
最
大
部
分
点
④
】 

(2) 

「
た
っ
た
の
」
は
、「
二
十
万
円
が
安
い
」
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、「
二
十
万
円
で
も
安
い
」
こ
と
を
強
調
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
把
握
で
き
て
い
て 

【
最
大
部
分
点
④
】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


